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山形大学校友会理事会（第２４回）議事録

平成３０年６月１５日（金）

15時 00分 ～ 15時 57分
山形大学法人本部第１会議室

（議 題）

１ 校友会理事の交代及び欠員補充について

２ 平成２９年度事業、収支決算並びに監査報告について

３ 平成３０年度事業計画並びに収支予算（案）について

４ 平成３０年度校友会「学生幹事」の選出について

５ その他

（１）山形大学校友会等の「英文名」について

（２）平成 30年度（第 14回）山形大学ＯＢ＆ＯＧセミナーの開催について
（３）平成 30年度校友会関係の主な年間スケジュールについて
（４）その他

（出席者）

会 長： 小山清人（議長）

理 事： 荒井大介、國井正輝、佐藤圓治、斎藤俊之、野村一芳、木村康二、

石井邦明（山下英俊の代理）、松田友美、上村勘二、齋藤博行、大場好弘、

是川晴彦、竹田隆一、鵜浦 啓、山川光徳、佐藤 学、小笠原宣好、

伊藤雅彦、遠藤憲子

監 事： 佐川 馨、内田勝男

（欠席者）

理 事： 髙橋利昌、長谷部利信、石川時彦

（列席者）

長岡ｴﾝﾛｰﾙﾒﾝﾄ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ部長、橋間ｴﾝﾛｰﾙﾒﾝﾄ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ部 EM企画課副課長、
大沼校友会事務局長、黒沼校友会事務局次長、田辺係員、冨樫係員

（議題）

１ 校友会理事の交代及び欠員補充について

議長から本件について提案があり、今年度から交代し欠員補充のあった校友会理事

について資料１に基づき紹介があり、出席した新任理事 5名から順次挨拶があった。

２ 平成２９年度事業、収支決算並びに監査報告について

議長から本件について提案があり、事務局から、平成 29 年度に係る「事業報告」
及び「収支決算」を資料 2-1、資料 2-2、資料 2-3及び資料 3に基づきおおむね次のよ
うな説明があり、引き続き、佐川監事から監査報告（資料 4）があった。
（内容）

(1) 本件は、去る 5月 25日開催の校友会専門委員会に報告された内容である。
(2) 「平成 29 年度校友会事業の実施状況一覧（資料 2-1）」は、支援事業 27 件の
実施結果として各機関からの報告（資料 2-2）を一覧としてまとめたものである。

(3) 事業の達成度評価は 5段階の自己評価としており、それぞれの事業に対する校
友会専門委員会としての所見等も記載している。
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(4) それぞれの事業の主なコンセプトは、「写真で紹介する平成 29年度支援事業一
覧（資料 2-3）」に基づき、特徴的な写真データ（コメント付き）とともに順次
説明したい。

(5) 平成 29 年度収支決算（資料 3）では、収入全体で 580 千円程の減となった。
(6) 平成 29 年度の事業費は 19,900 千円を予算化したが、最終的には 3,371 千円程
の執行残が生じた。

（7） 運営費については、予算額 3,130千円に対し 109千円程の執行残が生じた。
（8） 平成 30年度への繰越額は 5,986千円程となった。

説明の後、議長から本件について諮られた結果、原案どおり承認された。

３ 平成３０年度事業計画並びに収支予算（案）について

委員長から本件について提案があり、事務局から、平成 30 年度に係る「事業計画
一覧及び事業採択（案）」、「事業計画書（個別申請事業）」及び「収支予算書（案）」

を資料 5-1、資料 5-2、資料 5-3及び資料 6に基づきおおむね次のような説明があった。
（内容）

(1) 平成 30 年度の事業申請は継続 19 件及び新規 8 件の計 27 事業で、総額で
33,785千円程になっている。

(2) 申請事業には校友会が主体的に取り組む 6件の継続事業が含まれている。
(3) 事業計画の採択に当たっては、資料 5-1 の「支援事業検討の基本方針」に基づ
き、去る 5月 25日開催の校友会専門委員会において審議された。

(4) 本年 2 月開催の校友会理事会において平成 30 年度継続として優位性が認めら
れた次の 2事業は、所定の期日までに申請がなく審査対象外とした。
・首都圏就職活動時のセカンドキャンパスの整備（4年目）
・首都圏及び大学主催合同企業説明会参加比較支援事業（2年目）

(5) 継続事業として認められた 19件は、前年度の実績等も考慮し原則 10％程度減
で資料 5-3のとおり算出されたものである。

(6) 平成 30 年度予算は、「収入の部」が会費収入として学生会員と一般会員 30 人
分を見込み、前年度と同額 19,900千円とし、繰越金 5,986千円と合わせ総額 25,887
千円とした。

(7) 平成 30年度支援事業は申請のあった 27件すべてを採択とし、事業費（昨年度
比全体で 10％減）の総額は 18,000千円としたい。

(8) 去る 5月 25日開催の校友会専門委員会において承認された平成 30年度校友会
支援事業及びそれぞれの採択金額は、資料 5-3のとおりである。

これに対し、おおむね次のような意見、要望等があった。

○ 山大生へのキャリア支援に係る幾つかの事業が計画されているが、ジェンダー

はじめ、ダイバーシティー（多様性）の活用は「ワークライフバランス」が基

本であり、そのような視点もぜひ盛り込んで実施してほしい。（遠藤理事）

○ 公務員を目指す学生の支援事業も予定されているが、公務員になるためのテク

ニックではなく、人物設計やなりたい人物となるための「職業選択としての公

務員」であってほしい。（遠藤理事）

○ 若手卒業生が首都圏で就職しても短期間でやめるケースも多く、その後、地元

に戻り地元企業に再就職を希望する方もいるはずで、地元企業人の話を聞く機

会も含め、そういう卒業生へのフォローもお願いしたい。（遠藤理事）
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○ 校友会の支援事業等を通じて、学生をいかに応援し伸ばしてやるかは大事なこ

とだと考えている。校友会が支援するさまざまな事業を学生に浸透するための

広報活動に努めるなど、引き続き、校友会専門委員会において必要な取り組み

を進めて行きたいと思う。（野村理事・専門委員会委員長）

説明の後、議長から本件について諮られた結果、原案どおり承認された。

４ 平成３０年度校友会「学生幹事」の選出について

議長から本件について提案があり、事務局から資料 7に基づき、おおむね次のよう
な説明があった。

（内容）

(1) 本件は平成 29年度にスタートし、校友会に学生幹事（各学部 2名ずつ計 12名）
を配置するため、去る 4月末までに当該学生の推薦を依頼していたものである。

(2) 学生幹事には、一般学生に校友会活動のＰＲや校友会の事業運営等にも参画し

てもらうことで、学生のさまざまな声を反映できる仕組みを作ることを目指す。

なお、前年度の学生幹事の活動報告は資料 7のとおりである。
(3) 各学部から推薦のあった学生幹事名簿において、今年度は医学部医学科から 2
名の推薦があり、全体で 13名となっている。

(4) 去る 5 月 17 日（木）には大場理事・副学長から学生幹事の委嘱状を交付し、
本日までにすでに 3回のミーティングを実施した。

(5) 本日、理事メンバーに学生幹事の皆さんを紹介したい。

説明の後、議長から本件について確認願いたい旨述べられ、了承された。

５ その他

議長から次の 3件について報告したい旨発言があり、順次、事務局から次のような
説明があった。

（１）山形大学校友会等の「英文名」について

本件について事務局から資料 8 に基づきおおむね次のような説明があり、確認さ
れた。

(内容)

① 本件は、グローバルな視点からの検討も必要ではないかとの意見が寄せられ、

本年 2 月開催の校友会理事会において結論を一旦保留としていたものである。
② いろいろな角度から再度検討の上、資料 8のとおり決定したいのでよろしくお
願いしたい。

（２）平成３０年度（第14回）山形大学ＯＢ＆ＯＧセミナーの開催について

本件について事務局から資料 9 に基づきおおむね次のような説明があり、確認さ
れた。

（内容）

① 本セミナーは今年度で 14回を数え、首都圏に住む卒業生ＯＢ＆ＯＧが一堂に
会し懇談できる絶好の機会となっている。

② 昨年度の山形大学ＯＢ＆ＯＧセミナーの開催状況は、東京ふすま会のホーム

ページ（資料 9 のとおり）で紹介されていたのでご覧いただきたい。
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③ 本セミナーは、今年度から山形大学（これまでは「山形大学東京サテライト」）

と山形大学校友会との共催とする。

④ 今年度は、平成 31年 3月 9日（土）に山大東京サテライト（ＪＲ田町駅前）
から近い「グランパークカンファレンス大会議室」で開催する。

⑤ セミナーの講師として、出口毅教授（大学院教育実践研究科担当）と野々村

美宗教授（工学部担当）の二人から内諾を得ている。

⑥ 今年度のセミナーでも、講演に加え現役学生による活動報告（2 名程度の適
任者選考中）を予定している。

⑦ セミナー会場では、山形大学オリジナルグッズや出版本の販売をより盛大に

実施したい。

（３）平成３０年度校友会関係の主な年間スケジュールについて

本件について事務局から資料 10に基づき説明があり、確認された。

（４）その他

特になし。

※ 理事会終了後、

（校友会理事メンバーに対し、学生幹事8名の自己紹介が行われた。）

配付資料一覧

○ 校友会理事会 席次

○ 校友会理事会（第２４回）次第

［資料一覧］

資料 １ 校友会理事・監事一覧（H30.6.15現在)
資料 ２－１ 平成２９年度事業の実施状況一覧

（達成度自己評価及び校友会専門委員会の所見等を含む。）

資料 ２－２ 平成２９年度事業報告書（27事業の個別報告書）

資料 ２－３ 写真で紹介する平成２９年度校友会支援事業一覧

資料 ３ 平成２９年度収支決算書

資料 ４ 監査報告書

資料 ５－１ 校友会支援事業の検討に当たっての基本方針（平成30年度分）

資料 ５－２ 平成３０年度事業計画書（27事業の個別申請書）

資料 ５－３ 平成３０年度事業計画一覧及び事業採択（案）

（校友会専門委員会における審議結果を含む。）

資料 ６ 平成３０年度収支予算書（案）

資料 ７ 平成３０年度校友会「学生幹事」名簿及び関連資料

資料 ８ 山形大学校友会等の「英文名」に関する資料

資料 ９ 平成３０年度（第１４回）山形大学ＯＢ＆ＯＧセミナーの開催概要

資料１０ 平成３０年度校友会関係の主な年間行事スケジュール
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[参考資料］

１ 山形大学校友会会則

２ 山形大学校友会専門委員会規程

３ 校友会理事会第２３回（H30.2.16）議事録（前回）
４ 校友会専門委員会第２６回（H30..5.25）議事録（前回）
5 校友会に関する広報資料等

① 「山形大学校友会」をご理解いただくために！！（Ｑ＆Ａ）

② 校友会のあゆみ（１）、（２）

③ 校友会入会案内 〈201８年４月発行〉

④ 校友会会報 No.１０〈201７年９月発行〉

⑤ 校友会会報 No.１１〈201８年３月発行〉


